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目的：

① 学生と大学教職員を対象に野菜を販売し、定期的に収益を上げる

② 大学内に起業部およびその他サークルの商品が販売できる拠点を作る

③ 足利先生と学生が栽培している野菜を販売し、栽培経費を回収する

④ 大学周辺の余剰資源を活かし、大学と地域をつなぐ資源循環を生み出す

ダンクショップの一角で定期的（冬季は月1～2回、夏期は週1回程度）に野菜を販

売する。野菜は主に、大学周辺の自家栽培者から提供してもらう。提供者には、物

品または労働力を還元する。

概要：



・お手伝いに行く学生は、当面は地域交流部のメンバーと起業部のメンバー（有志）および身近な知り合いを想定。

・確立し次第、広範囲に募集する。

・野菜提供者は、生山地区の方を中心に顔の見える範囲で。

・お手伝いに行った学生は、1回につき1回分、野菜を半額購入できることにする。

・野菜の売上とお手伝いの人数や時間の対応は、固定してシステム化するのではなく、その都度臨機応変に調整。

・売上は販売者で分配する。

・場合によっては物品を還元。

・



実績

・野菜販売は学務課、ダンクショップから了承済み

・11月25日（火）に、カキ、ゆず、白菜、レタス、ニンジンを販売

・12：30～15：00まで販売し、売り上げは3110円

・学生・教職員のニーズがあることは確認済み

・野菜は、3年宮地氏の大家さんから提供してもらった

（今後も提供してもらえるとのこと）

・


